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ニホンジカ (Cervus nippon)におけるメゾウェア解析と生態との関係
Mesowear analysis and ecology of Japanese Sika deer (Cervus nippon)
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哺乳類化石頬歯のメゾウェア解析から古環境を復元する試みは、盛んに行なわれるようになったが、ここでは生息環
境の異なる同種のニホンジカ個体群についてメゾウェア解析を行い、その食性と比較し、種内における生息環境の違い
が本手法に与える影響を検討した。この結果、東日本の 2個体群は混合型と、西日本の 2個体群はブラウザー型と、ク
ラスターを形成し、各個体群について行われた生態学的研究の報告と一致した。メゾウェア解析によって種内での食性
の違いを高い精度で復元できることを示した。
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